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光伝導アンテナの背面に配置して自由空間との結合器としては、Si レンズが多用されているが、

金属ブロックを並べて間隙･金属ブロック幅にテーパを持たせた構造(以下V溝と呼ぶ)の使用も近

年提案され､信号強度が Si レンズよりも大きくなるとの報告もある[1]。しかし､測定結果はノイズ

とみられる増減が大きく､スペクトルについても調べられていない。そこで今回､周波数特性も含

めた性能比較を行った。 

パルスレーザの代わりに連続波半導体レーザを用いた THz-TDS において受信側の光伝導アン

テナの背面に Si レンズまたは V 溝を装着し､それぞれ時間領域信号を測定してスペクトルを求め

た(図 1)。アンテナは送信側も受信側も bowtie 型であり､V 溝の最奥部のブロック間隔は 200μm と

した。ここで結合器を交換するとアンテナへの集光も変わってくる。そこで測定の度にアンテナ

に電圧を印加して電流を測定し､その値に応じて補正をかけた。 

図 3 に測定結果を示す。これによると Si レンズの方が信号値の絶対値は大きく､高周波まで信

号が出ておりテーパ付き伝送線路よりも有利であった。 

[1] 桒島 史欣,レーザー研究 43 (2015) 381-386. 
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図 2 測定結果. 
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図 1 実験配置図. 
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